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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
①

②

⇒

ア

イ

(単位)

(2)成果指標･総事業費

の推移

ア

イ成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

事 財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳
業

費
（Ａ）事業費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

0.13

13

3,944

3,957

 5年度

1.58

6

315

321

 6年度

0.05

10

326

336

 6年度

0

5

2,469

2,474

 7年度

0.05

10

283

293

 8年度

0.05

10

283

293

 9年度

0.05

10

283

293

10年度

0

10

283

293

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  5 月 1 2 日 更 新

農業振興地域整備促進事業

   5 都市基盤の健幸 産業振興部 坂本　卓博

  20 計画的な土地利用の推進 農政課 緒方　寿雄

  63 計画的な市街地の形成 農政班 5229

農業振興地域の整備に関する法律
合志市農業振興地域整備促進協議会条例一般   6   1   5    10260

単年度のみ 単年度繰返 18
 6年度で終了  6年度から開始

期間限定複数年度

農業経営の基盤となる適正な農地管理を行うため、市内の農地の状況把握や計画的な土地利用及び農業の振興を図る農業振
興地域の指定（昭和４６年に熊本県知事より農業振興地域の指定）を受け、農地の保全に努めている。
今後は、農業者の高齢化、後継者不足により遊休農地等の問題がある。また、住宅地、工業団地等の開発が今後予想される
。
個別見直しについては県の会議が年二回開催されるのに合わせて開催する。

・農振除外等の申請受付、現地調査、合志市農業振興地域整備促進協議会の開催、県農振審議会への協議、除外等の公告

報酬、職員手当、旅費、役務費、委託料

6年度事務事業の成果・実績
農業振興地域整備計画の部分見直しに係る協議会を開催し、関係者や関係機関との協議を行った。また、令和3年度から実施した農業振興地域
整備計画の全体見直し業務を完了した。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
農業振興地域整備計画の個別（部分・用途変更等）見直し及び証明書発行
事務

業務実績に基づく時間外勤務手当の減

農用地からの除外面積/農地面積 ％

％

現在は、農地法等の改正により農用地の除外要件が厳しくなっており、除外の申請に容易に対応することが出来ない。
今後は、制度改正に伴い１０ha以上の繋がりのある農地は農用地区域に編入することが必要であり、市の基本構想との関連をとり業務を行っ
ていく必要がある。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


